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令和元年11月29日（金）から12月１日（日）までの３日間、都和公民館まつり実行委員会の主催で開催し
ました。
３日間をとおして同好会作品が展示され、最終日のまつりメインは快晴のもと、安藤市長、吉田議員からあ

いさつをいただきスタートしました。
屋外では、模擬店の焼き鳥やおでんなど、行列ができるほどの大盛況で、子ども向けゲームコーナーも大い

に賑わいを見せていました。
館内のステージ発表では、小中学生が出演し、同好会の発表とともにステージを盛り上げてくれました。
当日は、3,000人を越える皆様にご来館をいただき、誠にありがとうございました。

第32回 都和公民館まつり

（2）

令和２年３月 17日第 36 号 つわの風
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10
月
24
日
、
安
全
部
主
催
で
開

催
。
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

の
予
防
法
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え

て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

10
月
31
日
、
鹿
島
神
宮
、
香
取

神
宮
、
息
栖
神
社
を
ま
わ
る
「
ち

ば
ら
き
東
国
三
社
参
り
」
と
し
て

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
り
ま
し

た
。
表
紙
参
照

12
月
12
日
、
６
つ
あ
る
専
門
部

会
合
同
の
視
察
研
修
会
。
エ
フ
ピ

コ
関
東
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
、
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
取
手
工
場
を
視
察
し
ま

し
た
。

都
和
地
区
市
民
委
員
会

専
門
部
活
動
報
告

市
民
委
員
会
専
門
部
の
皆
さ
ん

の
年
間
活
動
を
報
告
い
た
だ
き
ま

す
。

部
長　

田
中　

治
江

公
民
館
を
訪
れ
た
私
に
館
長
が

嬉
し
そ
う
に
案
内
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
に
は
手
す
り
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
腰
板
の
木
目
に
合
わ
せ
た
和

製
が
２
機
で
、
縦
に
１
本
、
斜
め

に
１
本
が
固
定
さ
れ
て
い
た
。

数
か
月
前
に
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
会
食
会
が
あ
り
、
集
会
室
の

前
で
靴
を
ス
リ
ッ
パ
に
履
き
替

え
、階
段
を
昇
る
方
々
を
見
て「
手

す
り
が
あ
る
と
安
全
安
楽
だ
と
思

う
。」
と
話
し
た
こ
と
を
思
い
出

し
た
。
館
で
購
入
し
、
取
り
付
け

て
く
れ
た
と
の
こ
と
。

１
月
の
会
食
会
参
加
の
皆
様
の

「
こ
れ
は
便
利
だ
」「
楽
だ
な
」
と

の
声
に
職
員
の
方
々
へ
感
謝
の
念

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

一
市
民
の
小
さ
な
声
に
行
政
が

と
り
上
げ
、
実
施
し
て
い
く
。
こ

れ
が
福
祉
な
の
か
と
改
め
て
感
じ

た
出
来
事
で
し
た
。

福
祉
部

安
全
部

ス
ポ
�
ツ
・
健
康
部

環
境
部

文
化
広
報
部

部
長　

川
田　

栄
作

各
町
内
会
で
実
施
し
て
い
る
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
対
し
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
公
民
館
ま
つ
り
で
す
が
、
来

場
者
の
安
全
を
第
一
に
２
７
０
台

以
上
の
車
両
の
誘
導
が
で
き
、
部

員
一
同
感
謝
い
た
し
ま
す
。ま
た
、

今
年
は
町
内
会
長
さ
ん
の
協
力
の

も
と
４
名
の
方
々
に
お
手
伝
い
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
例
年
開
催
し
て
い
る
普
通

救
命
講
習
会
を
出
前
講
座
へ
の
変

更
を
考
え
て
い
ま
す
。

部
長　

糸
賀　

美
幸

今
年
度
の
活
動
は
、
月
に
一
度

の
い
き
い
き
健
康
体
操
の
お
手
伝

い
と
毎
年
皆
さ
ん
か
ら
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
る
公
民
館
ま
つ
り
で

の
焼
き
鳥
販
売
。
都
和
地
区
市
民

散
策
会
で
は
鹿
島
神
宮
、
香
取
神

宮
、
息
栖
神
社
を
め
ぐ
る
東
国
三

社
参
り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

各
行
事
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

部
長　

木
野
内　

完
治

環
境
部
の
主
な
行
事
と
な
っ
て

い
る
「
花
壇
の
整
備
」、
今
年
度

は
第
47
回
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ

ン
ク
ー
ル
中
央
二
次
審
査
の
結

果
、
お
も
て
な
し
花
壇
の
部
で
茨

城
県
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
局

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

公
民
館
ま
つ
り
に
は
、
毎
年
開

催
し
て
い
る
浮
沈
子
、
ア
ク
リ
ル

た
わ
し
の
他
に
「
花
の
苗
」
の
即

売
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
来
場
者
に

販
売
し
ま
し
た
。

市
民
委
員
会
の
合
同
研
修
に
は

食
品
ト
レ
イ
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
場

「
エ
フ
ピ
コ
」
他
を
視
察
。「
資
源

ゴ
ミ
」
分
別
が
い
か
に
大
切
か
を

改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

部
長　

清
藤　

雅
宏

今
年
度
は
、
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
と
し
て
、
筑
波
マ
ン
ド

リ
ー
ノ
の
方
々
に
マ
ン
ド
リ
ン
、

マ
ン
ド
ラ
、
ギ
タ
ー
の
演
奏
を
し

て
い
た
だ
き
、
特
に
や
さ
し
い
音

色
で
印
象
的
で
し
た
。
会
場
は
満

席
で
都
和
の
皆
様
に
感
動
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

公
民
館
ま
つ
り
で
は
、
ス
テ
ー

ジ
の
裏
方
と
記
録
係
を
務
め
、
た

く
さ
ん
の
方
々
に
来
場
い
た
だ
く

と
と
も
に
成
功
裏
に
遂
行
で
き
ま

し
た
。
都
和
小
・
都
和
中
及
び
青

葉
台
初
等
・
中
等
学
部
の
合
唱
・

演
奏
そ
し
て
同
好
会
の
発
表
も
素

晴
ら
し
く
、
大
勢
の
観
客
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
本
号
「
つ
わ
の
風
」
に

は
、
都
和
地
区
の
道
標
、
石
仏
巡

り
を
載
せ
る
な
ど
充
実
し
た
内
容

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
声
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

部
長　

小
松
﨑　

猛
彦

青
少
年
育
成
部
は
、
今
年
度
の

目
標
と
し
て
、
役
員
は
全
員
一
回

行
事
に
参
加
す
る
と
決
め
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
年
間
を
振
り

返
る
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
で
の

協
力
は
、
43
名
の
人
が
参
加
し
、

子
ど
も
夏
ま
つ
り
で
は
、
16
名
が

協
力
し
、
理
科
教
室
、
マ
ジ
ッ
ク
、

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど
を
し
ま
し

た
。公

民
館
ま
つ
り
で
は
、
22
名
が

参
加
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

６
名
と
協
力
し
て
、お
で
ん
、コ
ー

ヒ
ー
、
焼
い
も
販
売
を
し
て
盛
大

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
様
の
“
や
る
気
”
に
感
謝
。

青
少
年
育
成
部

防
犯
教
室

都
和
地
区
市
民
散
策
会

専
門
部
合
同
研
修
会



 

都和の道標・石仏巡り

如意輪観音
安永五年

天衣の子安観音
慶応四年

弘法大師

小山崎の
薬師堂

六地蔵菩薩 寛政十二年

⑦常名神社の不動明王
元禄七年

⑧常名町の雷避地蔵
⑨常名町新田の子安観音

と地蔵菩薩 享和三年

④笠師神社の手洗石
慶応二年

⑤ 常名公民館前の
勢至菩薩 元禄二年

②馬頭観音と歯痛観音
元禄十三年 今泉法泉寺

③子安観音
嘉永七年
小山崎愛宕神社

⑩如意輪観音、子育地蔵 、馬頭観音
貞享二年 中貫安穏寺

①

大正
三年

大正
九年

大正
四年

大正十一年

大正
十一年

大正九年

大正七年

大正
七年

大正
四年

大正
四年

昭和三年

昭和四年
昭和五年

昭和三年 昭和六年

大正九年

昭
和
三
年

文
化
六
年

嘉永七年

⑥ 聖観音、 如意輪観音、子安観音、地蔵菩薩
天文二年 元禄八年 享和三年、 安永八年 常名 金山寺

参考文献 土浦の石仏 土浦市教育委員会 編



 

都和の道標・石仏巡り

如意輪観音
安永五年

天衣の子安観音
慶応四年

弘法大師

小山崎の
薬師堂

六地蔵菩薩 寛政十二年

⑦常名神社の不動明王
元禄七年

⑧常名町の雷避地蔵
⑨常名町新田の子安観音

と地蔵菩薩 享和三年

④笠師神社の手洗石
慶応二年

⑤ 常名公民館前の
勢至菩薩 元禄二年

②馬頭観音と歯痛観音
元禄十三年 今泉法泉寺

③子安観音
嘉永七年
小山崎愛宕神社

⑩如意輪観音、子育地蔵 、馬頭観音
貞享二年 中貫安穏寺

①

大正
三年

大正
九年

大正
四年

大正十一年

大正
十一年

大正九年

大正七年

大正
七年

大正
四年

大正
四年

昭和三年

昭和四年
昭和五年

昭和三年 昭和六年

大正九年

昭
和
三
年

文
化
六
年

嘉永七年

⑥ 聖観音、 如意輪観音、子安観音、地蔵菩薩
天文二年 元禄八年 享和三年、 安永八年 常名 金山寺

参考文献 土浦の石仏 土浦市教育委員会 編



（6）

令和２年３月 17日第 36 号 つわの風

話題

頑
張
っ
て
い
ま
す
!!

都
和
レ
ッ
ド
ウ
イ
ン
グ
ス

湘
南
カ
ッ
プ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
大
会

第
３
位

都
和
南
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
３
回
寺
原
・
藤
代
少
年
野
球
大
会

第
３
位

神
馬　
琉
真
（
都
和
中
９
年
）

茨
城
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

茨
城
県
選
抜
選
手

塚
田　
真
央
（
都
和
中
８
年
）

茨
城
県
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル入選

小
松　
果
鈴
（
都
和
中
７
年
）

塚
田　
真
央
（
都
和
中
８
年
）

緑
川　
愛
琉
（
都
和
中
９
年
）

茨
城
県
芸
術
祭
書
写
の
部�

入
選

沼
尻　
ほ
の
か
（
都
和
中
７
年
）

神
林　
美
月
（
都
和
中
７
年
）

浦
添　
ナ
ー
タ
リ　
愛
美

（
都
和
中
７
年
）

塚
田　
真
央
（
都
和
中
８
年
）

吉
田　
悠
生
（
都
和
中
８
年
）

小
池　
愛
里
（
都
和
中
９
年
）

菊
名　
美
里
（
都
和
中
９
年
）

川
上　
さ
く
ら
（
都
和
中
９
年
）

茨
城
県
芸
術
祭
絵
画
の
部�

入
選

都
和
中
野
球
部

県
南
中
学
校
新
人
体
育
大
会準

優
勝

都
和
中
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

県
南
中
学
校
新
人
体
育
大
会

県
南
中
学
校
男
女
選
手
権
大
会第３

位

都
和
中
吹
奏
楽
部

茨
城
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

県
南
地
区
大
会

フ
ル
ー
ト
三
重
奏　

木
管
六
重
奏

優
良
賞

　

各
種
目
で
上
位
成
績
の
皆
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

寺
坂　
優
芽
（
都
和
南
小
３
年
）

塚
本　
結
愛
（
都
和
南
小
４
年
）

寺
坂　
芽
依
（
都
和
南
小
６
年
）

茨
城
県
芸
術
祭
書
写
の
部�

入
選

松
田　
心
優
（
都
和
南
小
１
年
）

吉
川　
華
漣
（
都
和
南
小
３
年
）

吉
田　
あ
り
紗
（
都
和
南
小
５
年
）

茨
城
県
芸
術
祭
絵
画
の
部�

入
選

都
和
中
地
区
体
育
協
会
の

　
　
　下
半
期
活
動
報
告

球
技
大
会

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

　

11
月
14
日
、
今
年
度
の
プ
ロ
野

球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
福
岡
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
育
成
２
位
に
指

名
さ
れ
た
大
関
友
久
さ
ん（
今
泉
）

が
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
和
小
学
校
・
都
和
中
学
校
を

卒
業
さ
れ
た
地
元
選
手
を
応
援
し

ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
10
日
、
都
和
中
地
区
球
技

大
会
が
都
和
中
学
校
で
開
催
さ

れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

優　

勝　

並
木

準
優
勝　

常
名

第
３
位　

フ
レ
ン
ド

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

優　

勝　

笠
師
町

準
優
勝　

宮
本
ゾ
ウ
エ
ン
ズ

第
３
位　

中
都
町

卓
球
大
会

　

１
月
26
日
、
年
齢
を
問
わ
ず
楽

し
め
る
卓
球
大
会
が
都
和
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

都
和
中
地
区
歩
く
会

　

２
月
16
日
に
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
雨
の
た
め
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
来
年
は
さ
わ
や
か
な
快
晴

の
も
と
で
開
催
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

団体戦
個人戦・敬称略

男子の部 女子の部

優　勝 笠師町 飯竹　　充 飛田　美希

準優勝 中都町 前野　　隆 赤澤　正江

第 3位 並木町
板　谷 菅澤　拓海 上野　洋子

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

　

ホ
ー
ク
ス
大
関
選
手
来
館



令
和
元
年
度
の
活
動
は
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
三
つ
の
約
束

・
元
気
な
あ
い
さ
つ

・
仲
間
を
大
切
に

・
何
に
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
も
と
、
今
年
度
は
、
青
少
年
育

成
部
の
23
名
の
部
員
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
一
人
一
回
は
、
一
緒
に

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

第
６
回
以
降
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク

ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
の
感
想
を
紹

介
し
ま
す
。10

月
20
日（
日
）

森
林
・
体
験
学
習

都
和
南
小　

５
年　

石
川
久
瑠
美

私
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
で
森

林
体
験
を
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に

山
の
中
を
歩
き
ま
し
た
。
先
生
に

「
ど
ん
ぐ
り
は
食
べ
ら
れ
ま
す
。」

と
い
わ
れ
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

木
で
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
を
し
ま
し

た
。
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
は
、
く
ぎ

打
ち
が
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

11
月
2
日（
土
）

そ
ば
作
り
体
験

都
和
南
小　

４
年　

根
本　

紫
苑

は
じ
め
に
、
そ
ば
作
り
の
お
手

本
を
み
ま
し
た
。
そ
ば
を
切
る
の

が
、
難
し
か
っ
た
で
す
。
そ
ば
を

切
っ
て
、班
ご
と
に
ゆ
で
ま
し
た
。

ゆ
で
た
後
、す
ぐ
に
た
べ
ま
し
た
。

ぼ
く
は
お
い
し
か
っ
た
の
で
お
か

わ
り
し
ま
し
た
。
ひ
さ
し
ぶ
り
に

そ
ば
を
食
べ
ま
し
た
。

12
月
1
日（
日
）

公
民
館
ま
つ
り

都
和
南
小　

６
年　

末
光
千
花
子

私
が
公
民
館
ま
つ
り
に
参
加
し

た
回
数
は
今
年
で
４
回
目
で
し

た
。
実
際
に
お
店
を
や
る
と
難
し

い
け
ど
来
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
に

感
謝
の
気
持
ち
が
つ
た
わ
る
よ
う

に
や
り
ま
し
た
。

お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
た
り

「
あ
り
が
と
う
」な
ど
を
言
っ
て
く

れ
た
の
で
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

都
和
小　

４
年　

神
林　

彩
花

お
で
ん
を
売
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
手
伝
い
ま
し
た
。
初
め
て
だ
っ

た
の
で
、
何
を
す
る
の
か
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
お
客
さ
ん
を
待
っ
て

い
る
と
、お
客
さ
ん
が
来
ま
し
た
。

お
客
さ
ん
に
お
で
ん
を
わ
た
す
と

き
に
、
ま
ず
、
二
つ
聞
く
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
、「
持
ち

帰
り
ま
す
か
？
」。
次
に
、「
か
ら

し
つ
け
ま
す
か
？
」と
聞
き
ま
す
。

私
は
、
お
で
ん
を
売
る
手
伝
い
が

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

1
月
18
日（
土
）

紙
飛
行
機
作
り

都
和
南
小　

５
年　

本
田　

浩
大

紙
飛
行
機
作
り
に
参
加
し
て
、

紙
飛
行
機
は
工
夫
を
す
れ
ば
、

ち
ゃ
ん
と
空
と
お
く
に
と
ば
せ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
ん
ど

は
滞
空
時
間
を
延
ば
し
て
や
っ
て

み
た
い
で
す
。
記
録
会
や
滞
空
時

間
な
ど
を
競
走
し
て
み
た
い
で

す
。

都
和
南
小　

５
年　

栗
原　

和
沙

私
は
、
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
紙
飛
行
機
を
作
っ

た
こ
と
で
す
。
み
た
こ
と
も
な
い

紙
飛
行
機
で
し
た
。
作
り
方
が
わ

か
ら
な
く
っ
て
と
ま
ど
っ
て
い
た

ら
先
生
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

紙
飛
行
機
は
あ
ま
り
上
手
に
は
と

ば
な
か
っ
た
の
で
、
羽
な
ど
を
工

夫
す
る
と
よ
か
っ
た
で
す
。

2
月
22
日（
土
）

料
理
体
験
と
閉
校
式

都
和
南
小　

６
年　

青
山
ひ
よ
り

１
年
間
を
振
り
返
っ
て

私
は
、
３
年
生
の
時
か
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
を
や
っ
て
い
て
、

今
年
で
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

今
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
で

心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
そ
ば
作

り
で
す
。
私
は
そ
ば
を
作
る
の
は

初
め
て
だ
っ
た
の
で
出
来
上
が
っ

た
と
き
は
、
お
い
し
く
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

チ
�
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
活
動

チ
�
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
活
動

令和２年３月 17日第 36 号 つわの風

（7）



（8）

令和２年３月 17日第 36 号 つわの風

今
年
に
な
っ
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
新
型
肺
炎
の
恐
怖

に
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

一
丸
と
な
っ
て
感
染
と
拡
散
防

止
に
務
め
た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、「
つ
わ
の
風
」
で
は
、

都
和
地
区
の
歴
史
や
風
景
な
ど

に
つ
い
て
少
し
で
も
知
っ
て
頂

け
た
ら
と
文
化
広
報
部
が
特
に

力
を
入
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
「
わ
が
町
自
慢
」、「
地

域
の
今
と
昔
」、「
さ
く
ら
巡
り
」

な
ど
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、「
都
和
の
道
標
・

石
仏
巡
り
」
を
特
集
と
し
て
取

り
上
げ
ま
し
た
。
観
音
様
、
菩

薩
像
な
ど
や
さ
し
い
顔
の
石
仏

と
街
道
案
内
標
識
が
、
北
の
今

泉
、
粟
野
、
小
山
崎
と
南
の
常

名
に
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

暖
か
な
春
の
陽
を
浴
び
な
が
ら

巡
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
取

材
や
原
稿
依
頼
に
快
く
応
じ
て

頂
い
た
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

同 

好 

会 

紹 

介

同 

好 

会 

紹 

介

 

都
和
ふ
ぉ
と
く
ら
ぶ

都
和
公
民
館
で
毎
月
第
一
日
曜

日
の
13
時
か
ら
約
２
時
間
、
会
員

各
自
が
撮
影
し
た
写
真
を
持
寄

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
お
互
い

の
意
見
を
出
し
合
い
、
写
真
の
品

評
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
会
員

は
男
性
10
人
、
女
性
２
人
の
計
12

人
で
す
。

毎
年
５
月
頃
に
つ
く
ば
市
の
洞

峰
公
園
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
写
真
展

を
開
催
し
ま
す
。
会
員
が
一
年
間

撮
っ
た
作
品
を
来
場
者
に
見
て
も

ら
う
た
め
、
各
自
努
力
し
て
い
ま

す
。
毎
年
、
春
と
秋
に
日
帰
り
で

撮
影
旅
行
に
行
き
、
桜
・
紅
葉
・

鉄
道
等
を
撮
影
し
ま
す
。

現
在
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

 

俳
句
同
好
会
　
青
が
え
る

初
心
者
か
ら
十
年
選
手
ま
で
集

う
同
好
会
で
す
。
俳
句
は
五
七
五

の
文
字
に
季
語
の
言
葉
を
添
え
、

日
常
の
思
い
や
感
動
を
表
現
し
ま

す
。句

会
は
毎
月
第
三
金
曜
日
午
前

中
で
す
。
自
作
を
持
ち
寄
り
、
他

の
人
の
こ
れ
は
と
思
う
句
に
投
票

し
秀
句
を
選
び
、
桜
井
先
生
に
講

評
や
添
削
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
先
生
は
、
俳
人
協
会
会
員
で

高
名
な
方
で
す
が
、
気
さ
く
な
人

柄
で
楽
し
く
指
導
さ
れ
ま
す
。
句

会
の
見
学
は
自
由
で
、
新
し
い
友

と
出
会
え
る
か
も
。

「
赤
蜻
蛉
（
あ
か
と
ん
ぼ
）
筑
波

に
雲
も
な
か
り
け
り
」
正
岡
子
規

この広報紙は環境に配慮し、再生紙と植物油インキを使用しています。

都
和
地
区
で
は
こ
ど
も
食
堂
が

平
成
30
年
６
月
か
ら
都
和
公
民
館

で
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ん
な
の
た
ま
ご

が
運
営
し
て
い
る
食
堂
の
名
前
は

「
ひ
よ
こ
食
堂
」
で
す
。

毎
月
第
四
日
曜
日
の
午
前
11
時

30
分
～
午
後
２
時
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方

が
一
緒
に
食
事
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。子

ど
も
１
０
０
円
、
大
人
３
０

０
円
で
利
用
で
き
、
食
卓
に
は
寄

付
さ
れ
た
旬
の
食
材
が
並
び
ま

す
。ま

た
、
同
日
開
催
し
て
い
る
０

円
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
使
わ
な
く
な
っ

た
文
房
具
や
着
ら
れ
な
く
な
っ
た

洋
服
、
遊
ば
な
く
な
っ
た
お
も

ち
ゃ
な
ど
が
並
び
、
お
金
の
や
り

と
り
が
い
ら
ず
、
必
要
な
方
が
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
一
度
公
民
館
へ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
食
材
の

寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
は
都
和
公
民
館

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

土
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
市
内
に
お
住
い
の
方
を
対
象

に
車
い
す
の
ま
ま
乗
車
で
き
る

「
福
祉
車
両
」
を
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。
申
込
み
は
社
協
本
部
（
大

和
町
９
ー
２
ウ
ラ
ラ
２
ビ
ル
４
階 

０
２
９
ー
８
２
１
ー
５
９
９
５
）

で
行
っ
て
い
た
だ
き
、
都
和
公
民

館
（
社
協
都
和
支
部
）
に
車
両
は

ご
ざ
い
ま
す
。

ご
利
用
で
き
る
方
は

①
常
時
車
い
す
が
必
要
で
、
座
位

保
持
が
可
能
な
方

②
病
気
や
ケ
ガ
で
一
時
的
に
車
い

す
が
必
要
な
方
で
す
。

お
ひ
と
り
月
２
回（
２
泊
３
日
）

ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で

通
院
や
旅
行
な
ど
様
々
な
場
面
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

福
祉
車
両
貸
出
に
つ
い
て

「
ひ
よ
こ
食
堂
」


